
事 項 デルフィニウム品種「青フラDel交４号」の特性

デルフィニウムの継続出荷体系を確立するため、「ブルースピアー」よりコンパクトで良

ね ら い 品率の高い青色系早咲き品種を育成し、その特性を明らかにしたので普及に移す。

１ 育成経過

（１）「青フラDel交４号」は「クリアスプリングスライトブルーシェード」の選抜自殖系

統に、「ブルーバード」の選抜自殖系統を交雑した一代雑種品種である。

普 （２）この品種は平成12年から選抜、育成を開始し、平成20年と平成21年に生産性、現地

適応性を検定した結果、４月定植で７月中旬に開花する中生で切り花長が100～120cm

及 程度になることを確認したものである。

す ２ 品種特性

【花 色】

る がく片の外側は鮮紫青色で内側が浅紫

色、花弁の色は白色である

内

【開花期】

容 ・７月中旬（中生）

・晩生の「ブルースピアー」より２週間程度、

開花が早い

【特 徴】

・切り花長・花穂長が「ブルースピアー」

より短い

・適度なボリュームがあり、しなやかで

上部まで咲く

（注）１ 開花期は４月中～下旬定植の特性

青フラDel交４号 ブルースピアー ２ 特徴は農林水産省「デルヒニウム

（H21.7.24撮影） （H17.7.24撮影） 種苗特性分類調査基準」による

「ブルースピアー」との組合せにより青色系統の夏秋期継続出荷が可能となり、ブランド

期 待 さ れ る 効 果 化が期待できる。

１ 十分な切り花長とボリュームを確保するため４月定植の作型とする。

普 及 上 の 注 意 事 項 ２ 越冬株の１番花では花飛びが多数見られるため、据え置き栽培には適さない。

３ 栽培方法は、上記１及び２以外は、「県育成デルフィニウム「スピアーシリーズ」の

栽培マニュアル」のブルースピアーの項に準じる。

４ 種苗供給は平成22年度以降の予定である。
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【根拠となった主要な試験結果】

（注）１ 表記は農林水産省「デルヒニウム種苗特性分類調査基準」に

よる

２ がく片及び花弁の色は「日本園芸植物標準色票（JHSカラー

チャート）」による


